
平成 29年度 第 2回北広島市住み替え支援協議会 
 

 

日 時：平成 30年 3月 20日(火) 11 時 00 分～ 
場 所：北広島市役所 3 階 会議室 3Ｃ 

 

次  第 

 

１ 開会  
 
２ 平成 29年度活動報告及び平成 30年度に向けて 
 
3 閉会  
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平成 29 年度 第 2 回北広島市住み替え支援協議会名簿 

 

業種等 所 属 等 役 職 氏 名 出欠 

金融業 

北洋銀行 北広島中央支店 支店長 山本 昌泰 出 

北海道銀行 北広島支店 支店長 井出 真也 出 

北海道信用金庫 北広島支店 支店長 我満 光昭 出 

UR住宅 
独立行政法人都市再生機構 

北海道エリア経営センター 
管理企画課長 田中 陽 出 

不動産業 

有限会社ＫＣマネジメント 事業部長 三浦 久志 出 

有限会社サンエステート 代表取締役 川俣 陽夫 欠 

ＪＭＰサンライズ株式会社 代表取締役 羽田 好志 出 

ティーエスジー株式会社 店長 成田 裕江 出 

株式会社ヘイワ 代表取締役 続石 平蔵 出 

株式会社八城地建 代表取締役 吉田 篤史 出 

北広島市 

建設業協会 
エルム建設株式会社 常務取締役 巽 雅幸 出 

北広島市 

北広島市 企画財政部 部長 川村 裕樹 出 

北広島市 企画課 課長 橋本 征紀 出 

北広島市 企画課 主査 髙嶋 真一 出 

北広島市 企画課 主任 熊谷 遼三 出 
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住み替え支援事業  

～平成 29年度活動報告及び平成30年度に向けて  

１ 住み替え支援セミナー・相談会について 

【平成29年度の事業概要】 

北広島団地地区における住み替え支援制度の創設に向けた、平成29年度の取組事項と

して、住み替えに関する意識啓発や相談体制の構築、市民ニーズに対応した住み替えの実

現に向けた「住み替え支援セミナー・相談会」を試行的に実施した。 

  対象者は、北広島団地地区に居住する住民(高齢者)をメインとした。 

 

【事業の周知】 

・広報北広島 ・町内会への回覧 ・北海道新聞による記事掲載 

  

 

 

●セミナー 

住み替えの必要性や高齢者住宅などについて、住み替えの意識啓発を図るため講演 

  〔講 師〕委託事業者(札幌高齢者住まいのサポートセンター) 

  〔対 象〕北広島団地地区など市内に居住する高齢者世帯やその家族 
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●個別相談会 

事前予約による住み替えに関する個別相談 

〔相談員〕委託事業者、市職員、市高齢者支援センター職員 

 

●参加者数の状況(実績) 

    

●個別相談会における相談内容 

    

 

●アンケート調査の結果 

・全体的な満足度は高い。 

・今後支援してほしいこととして、北広島市内の高齢者住宅に関する情報提供や見学会

（バスツアー）を希望する声が多かった。 

 

 

実施日 場所 セミナー(人) 個別相談会(組)

第１回 7月26日 団地住民センター 20 3

第２回 8月30日 団地住民センター 17 6

第３回 10月26日 第１住区集会所 7 1

第４回 11月22日 第２住区集会所 9 0

第５回 12月6日 団地住民センター 10 3

第６回 1月29日 第３住区集会所 3 1

第７回 2月23日 市役所多目的室 9 3

合計 75 17

人数 割合

団地 48 64%

東部 6 8%

大曲 14 19%

西の里 5 7%

西部 2 3%

75

地区別の参加者数

相談内容別の相談件数（延べ件数）

相談件数

10

0

3

2

11

2

28

【将来】既存住宅の処分

【すぐ】既存住宅の処分

【すぐ】住み替え先（高齢者住宅）

【すぐ】住み替え先（UR住宅などの賃貸住宅）

【将来】住み替え先（高齢者住宅）

【将来】住み替え先（UR住宅などの賃貸住宅）

地区別の相談件数

相談件数

北広島団地地区 8

東部地区 2

大曲地区 5

西の里地区 2

西部地区 0

17
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●平成３０年度の体制について 

 ・セミナー・相談会については、地道な取組が必要であることから、継続実施する。 

 ・実施体制については、今年度の実施状況を踏まえた見直しをする。 

  ～平成29年度までは、個別相談業務(相談員の派遣)についても委託範囲としていたが、

個別相談会の相談員については市高齢者支援課職員による対応が可能であると判断し、

委託内容の一部について見直しをする。 

●その他 今後の検討事項について 

・セミナー・相談会は北広島団地地区をメインに実施しているが、平成 29 年度の参加

者数を地区別で分析すると、大曲地区をはじめ約4割が北広島団地地区以外の居住者で

あった。平成30年度については、北広島団地地区以外での開催について要検討。 

 ・これまでのセミナー・相談会においては、「住み替えの必要性や高齢者住宅」など住み

替え先に関する内容がメインとなっており、既存住宅の活用や処分に関する内容には深

く触れていないことから、既存住宅に関するセミナーの開催等（(例) セミナーの第２部

として実施）について要検討。 

 

２ 平成３０年度 市の助成制度について（予算案ベース） 

●子育て世代マイホーム購入サポート事業【ファーストマイホーム支援制度から引継ぎ】 

～子育て世代の移住・定住を促進するため、市内転居者や転入者を対象に、住宅を取得

するための費用の一部を助成する。子育ての安心と親世代の安心につながるような同

居・近居への支援など、加算型の助成事業として実施する。 

基本額３０万円、次の条件を満たす場合最大７０万円まで加算（①１８歳以下の子ども

がいる、②市外から転入、③親世帯と同居か近居、④北広島団地地区の住宅を購入） 

                            

●住宅リフォーム支援事業 

～改修工事または建築設備工事のうち住宅の住居部分にかかるもので市内建設業者（市

内に本店がある法人や市内に住所がある個人でリフォーム工事に必要な資格がある事業

者）が行う工事かつ住宅リフォーム費用（対象経費）が 50 万円（税込）以上の工事 に

対して、住宅リフォーム費用（対象経費）の 10 分の 1（上限 10 万円、千円未満切捨

て）を助成する。 

●リユース住宅活用サポート事業【Ｈ30年度新規】 

～既存住宅の活用、定住の促進を図るため、空き家などの中古住宅を購入した者に対し、

リフォーム費用の一部を助成する。（対象経費の1/5、上限20万円） 

●空き家解体費補助金 

～空き家の流動化を促進し、景観の改善のみならず、住民の安全確保、地域の活性化を図

るため、空き家の解体費の一部を助成する。（対象経費の1/3、上限30万円） 
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●木造住宅耐震診断・改修事業補助金 

～旧耐震基準木造住宅の所有者に、耐震診断と耐震改修に要する費用の一部を助成。 

・耐震診断：経費の3分の2以下、1住宅につき上限2万円 

・耐震改修：耐震改修工事にかかる経費の一部（限度額30万円） 

 

 

３ 空き地・空き家バンクのリニューアルについて 

 ・平成３０年度予算によりサイトのリニューアルを実施予定。 

 ・登録手続きの簡略化、掲載物件の要件の緩和など、運用の見直し。 

 ・不動産事業者との連携により、情報発信の充実。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 住宅関連業務の一元化について 

～住み替え支援事業、空き家対策事業、定住促進事業などの「住宅関連業務」を一体

的に推進するため、新たな組織「市民参加・住宅政策室」を平成30年度から新設する。 


